
ロボット安全関連技術セミナーのご案内

産業用ロボットの安全システム設計手法
（コース番号 3D２８０）

（旧「協働ロボットシステム導入への実用的な安全構築と演習」コース）

日時：2023年10月25日（水）、26日（木）、27日（金） 9:30～16:30
受講料：14,500円
開催場所：九州職業能力開発大学校 募集人員：20名

コース内容：
①ロボット安全の概要
②関係法令・規格
③リスクアセスメントとリスクの低減
④ロボットシステムの安全設計
⑤使用上の情報
⑥妥当性確認（システムの信頼性評価）
⑦要求安全度水準の適合性評価演習

使用機器
・協働ロボット（ユニバーサルロボット UR3）
・パソコン
・PL計算ソフト（SISTEMA）ほか

講師
橋本秀一氏 （株式会社デンソーウェーブ）
馬場勝彦氏 （SKソリューション株式会社）

現在、産業用ロボットの急激な普及と、システムの複雑化が進む一方、ロ
ボットに起因する事故の発生の割合も増加しています。
これらの労働災害事故を削減するためには、ロボットメーカ、システムイ

ンテグレータ、エンドユーザがロボット特有のリスクアセスメントやリスク
低減の手法などに関する正確な知識を同等に保有し、安全確保のための業務
連携をはかる必要があることになります
本セミナーにおいては、ロボット安全に関わる法規を鳥瞰し、協働ロボッ

トを見ながらロボットシステムの安全設計やリスクアセスメントとリスクの
低減方法などを学ぶとともに、システムの信頼性評価までの一連の流れを実
践的に学びます。

こんな方にお勧め
◆ロボットシステムを導入するエンドユーザの安全管理担当者
◆ロボットシステムを統合するシステムインテグレータ（SIer）
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